
広報おおいしだ　2.2 2広報おおいしだ　2.23

地域おこし協力隊  香坂　明さん、遠藤　舞子さんの3年間

町を「面白く」伝える大石田町エトペソラ
　　　　　　　　「住んで分かった」大石田を発信

町を「面白がる」 「価値をつくる」

KOE no KURA こえのくら
　　　　　　　「何かやりたい気持ち」をサポート

　大石田町で生活し発見した小さな魅力を、主にこれ
から観光や移住を考える人へ、インターネットで発信
しました。全戸配布の「エトペソラタイムズ」や直接
の対話においても同様に考えました。
　あえて「地域おこし協力隊」と打ち出さないことで、
町の様子をよりリアルに伝えたいと思いました。

　地域を越えてたくさんの声が集まる状況は、町の中
にも多くの発見を生みます。
　作品の展示販売やワークショップなどの開催を通じ、

「何かやりたい気持ち」を持つ人が一歩踏み出すこと
をサポートしてきました。施設の利用者から新たな
ファンや仲間が生まれ、そこからさらに、これまでに
ない層の、町やこえのくらへの出入りが生まれました。

　日常生活や観光であるスポットに行くとき、または
移住を考えるとき、皆さんならどんな理由があれば
行動しますか。町から課された4つのミッションを達
成するために活動の中で一貫したことは、自分たち
が大石田町を「面白がる」ということです。
　何かを面白がることは、興味を持ち視野を広げ、頭
の中で何かと結び付けて「これなら楽しいな」と考え
ること。
　活動や生活の中で感じ
た「発見」を、自分自身が
面白がりながら解釈する
ことで、大きくアピールし
ていること以外にも、伝
えるべき町の魅力は数え
きれないほどあることに
気づきました。

　活動にあたっては「町の価値づくり」を理想にしま
した。すでに町の中にある「既存の価値」を改めてしっ
かり伝え、さらに「新たな価値」を生み出すことで、町
外の人からだけではなく、町に住む人が大石田町の
価値を再認識するものにしたいと考えました。
　特に、こえのくらでの催しは、初めての体験や人と
の出会い、学びの共有が大石田町の価値の一つにな
る内容にしようと企画・運営しました。
　これらの企画では、
町にすでにある価値
をお借りして、私たち
の活動テーマの達成
に近づけることで、大
石田町に魅力を感じ
る人を増やせるよう
に努めました。

　地域おこし協力隊として2017年4月に移住した香坂明さんと遠藤舞子さん。移住者としての
目線を基準にして、町の面白さを掘り起こし、内外に発信した3年間を振り返りました。
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インスタグラムでフォトコンテスト開催

2人が考えた活動方針 町からのミッション

　 写 真 共 有 ア プ リ を
使って、大石田まつり
や雪をテーマに写真コ
ンテストを開催しまし
た。インターネット上
で大石田町の魅力の発
信者を増やしました。

←「何かやりたい気持ち」
をサポートするためイベン
トの主催者と打ち合わせ
を行い、アイデアを出し合
います。

↑レンタルボックス
「KOE no HAKO」
での展示販売。

「大石田に行ってみたい！」
「大石田に住みたい！」
「大石田って楽しい！」を創造する

①観光物産の振興
②移住の促進
③産業の活性化
④KOE no KURAこえのくら　の運営


